
船舶事故等調査報告書 

平成２２年４月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第８５号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年４月５日（日） １４時００分ごろ 

発生場所 京浜港東京第２区 お台場海浜公園の西側出入り口付近 

（概位 北緯３５°３７.５′ 東経１３９°４５.９′） 

事故等調査の経過  平成２１年４月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

Ａ モーターボート 海
かい

王
おう

丸、５トン未満（長さ６.５６ｍ） 

２８０－３３８６８東京、個人所有 

Ｂ 水上オートバイ G P
ジーピー

－ R
アール

、５トン未満（長さ２.５１ｍ） 

   ２４０－５３６９６千葉、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、一級小型船舶操縦士 

Ｂ 船長、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 負傷 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ 操縦ハンドル及び前部ハッチ取付け部を損傷 

 事故等の経過 Ａ船は、平成２１年４月５日、船長Ａが１人で乗り組み、約８ノットの

速力で、お台場海浜公園の西側出入り口（以下「西側出入り口」とい

う。）付近を航行中、船長Ａは、１４時００分ごろ船体に衝撃を感じたの

で、停船して回りを見渡し、Ａ船とＢ船が衝突したことを知った。 

Ｂ船は、船長Ｂが友人を乗せ、西側出入り口付近を遊走していたとこ

ろ、衝突の５～１０分前に転覆し、落水した船長Ｂが船体を起こして乗ろ

うとして操縦ハンドルに手を伸ばしたとき、Ａ船がその上を通過し、船長

Ｂが右中指及び小指に骨折を負った。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北西、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 高潮時 

あり 分析 乗組員等の関与 

なし 船体・機関等の関与 

なし 気象・海象の関与 

 Ａ船は、西側出入り口付近を航行中、右方の西

側出入り口から現われたモーターボートの動向や

西側出入り口の様子を見るのに意識を集中させて

いたことから、Ｂ船がＡ船の前路に存在すること

に気付かなかったものと考えられる。 

判明した事項の解析 

原因  本事故は、Ａ船が西側出入り口付近を航行中、西側出入り口から現われ

たモーターボートの動向などに意識を集中させて転覆状態のＢ船に気付か

ずに航行したため、両船が衝突したことにより発生したものと考えられ

る。 

 



 

 




